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2.対 象 の 概 要
地域の概 況
ガイ ンジュ ・セ ンサス区はパプアニューギニア高地辺縁部 、タグイ谷 上流部 の
山が ちな盆:地で あ る。南緯5。14'、東経144。48,に位置 し、最 も近 い政府 の
パ トロールポス トか らは約30㌔㍍離れ ている。土壌 はやせ、地形 は急峻 で、家
を建 てた り畑 をつ くるための平地は貴重である。
　 中程度 の標 高の ところでは、 日平均気温は一年 中22～24℃で ある。 日最高気
温 の年 平均 は29℃、 日最低気 温の年平均 は17℃で ある。年降水 量 はほぼ5,000
㍉㍍ で、その大部分は12月か ら4月 の雨季 に降 る。 この降水 量の季節性 に よつ
て、社会活動 、生業、資源利用 な どの多様性 も大部分が決 定 されてい る。植 生
は、原生林 、二次林 、畑地 、草原、サバンナが複雑 に入 り交 じつたパ ッチ構 造
にな つてい る。事 実上すべ ての畑は、標 高750㍍か ら1,800㍍の二次林 で覆 われ
た谷 にある。標 高1,800㍍か ら2,000㍍では畑は稀 であるが 、高地林 は、数種 の
鳥類や 有袋類 な ど、野生動物資源 の重要な源 である。
対象集団の概 要
ガイン ジュ語 を話す人 口は1,600人で、 この調査 はその うち1,200人を対象 と し
てい る。 ガイ ンジュは、比較 的明るい肌の色を していて、背が低い。交易 を通
して入手す る主 な品物は石斧 、塩 、貝殻で ある。逆 に彼 らが交易 の際 に供給す
るのは、主に鳥 の羽毛 と動物 の毛皮で ある。 ガイ ンジュは、カ ラム との間 の婚
姻 はふつ うにみ られ るが、マ リン との間の婚姻 は稀で あ り、低地の諸言語族 と
の婚姻 はまつた くない。1963年のプランテーシ ョン求人 開始以降 、出稼 ぎで2
～3年間不在 す る男性 は急増 したが、 ほぼ全員帰 つて くるので、比較的 閉 じた
集団 と考 えられ る。
　彼 らは古典的 な熱帯 の焼畑農耕 民で、乾季の間 に二次林 を焼 き払い、1～2年
耕作 を行 つた後 に放棄す るのがふつ うである。 放棄 され た土地 が再 び焼 き払わ
れ るまでの期 間は、少な く とも8～12年、長い ときは30年に も及 ぶ。ゴ次林 を
切 り開いて柵 を作 るのは男性の仕事 だが、それ以降の、火入れ 、植付 け、除草、
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収穫 といつた作業 はすべて女性 の仕事 であ る。サ ツマイモ
とタ ロ (Colocasia esculenta が主だが
(Ipomoea ba to tas)
Xan thosoma sagi t ti fol i um も含 む)は 、
この順 で もつ とも重要 な食物で あ り、ヤムも乾季の間は重要 な食物 である。 バ
ナ ナ 、 ピ トピ ト (Saccharum edule) 多様な葉菜類は、重要な補助食物である。
動物性食物 に関 しては、ブタ とニ ワ トリが飼 われてい るが数は多 くない。有袋
類 、野生の ブタ、 ヒクイ ドリな どの大型野生動物 を弓矢で男性が とるが、 とれ
た場所で料理 して食べ て しま うので、女性や子 どもの 口に入 るのはご くわず か
で ある。
栄養 状態 の推 定の ために10歳未満 の子 ども70人の生体計測(身長 ・体 重 ・上
腕囲 ・三頭 筋上 と肩 甲骨 下の皮脂厚 ・頭 囲 ・胸囲)を した結果 で は、生 後3ヵ
月か ら4ヵ 月後以降、ガイ ンジュは重篤な成長遅滞 を起 こ していた。 サ ツマイ
モ、バナナ、 ピ トピ トな どの固形食 は子 どもに2本 か4本 の切歯 が生 えるまで
与え られ ないので、小 さい うちのタンパ ク質源 は母乳 しかない。乳母 の伝統 が
無いため、授乳 に失敗 する と子 どもは死亡す る。生後3～4か月を超 えると、母
乳 だけでは子 どもが必 要 とす る栄養 を満 たせ ないので、離乳 まで子 どもの栄養
状態 は低 下 しつづ け る。離乳 しても、急性 の下痢 に襲われ て死 亡す る場合 が多
い 。
3.調 査 項 目 と 方 法
人 ロ規模 と年齢構造
直接観察 に よ り十分 なデー タをえるこ とが困難 だつたため、(1)調査 中の1978
年1月 か ら4月に行 な つた完 全 なセ ンサ ス、(2)出生 と死 亡 の遡及 記 録 、(3)
1969年か ら1978年までの政府のセンサス、の三つをデータ ソース とした。
(1)では、村 別世 帯別 に全員 について年齢推定 と、成人 につ いて再生産経 験
の聞き取 りを行 つた。彼 らは正確 な年齢 を知 らないので、歯 の検査 、1943年か




サ ンプル数 が少 ないので、 ロジ ッ ト法、移動平均な ど、多 くの平滑化 を用 い
た。 平滑化後 で も一種類 の人 口指標 だけでは信頼性 が不十分 なので、情報源 が
異 な る複数 の指標 を組 み合 わせ て、互い に整合性 を確 かめ なが ら人 口分析 を
行 つた。
政府 のセ ンサスか らの連続的年人 口増加 の推計式 は、
r, = ln[(N,+et / N,) At]
を用 いた。人 口に ロジステ ィック曲線 をあてはめる と、平衡 状態での人 口規模
をKと して、
Nr = K / (1 + exp(-p t))
となる(P は最大増加率)ので、最小二乗法でパラメータKと ρを推計 した。
死 亡
死 亡構造 が時間がたつて も変 わ らない と仮 定 し、死亡の人 口の安 定性 への寄与
につ いて詳 しく検 討 した。(1)乳幼児死 亡の分析 、(2)生命表解析 に よる平均余
命 の検討、(3)死因分析、(4)他集団 との死亡の比較 、を行 つた。
(1)のデー タ ソー スは主 に政府 のセ ンサスだが、過 小評価 の危 険が あるので、
調査時 の死 亡記録 で検証 した。調査 期間に先立 つて死亡 した子 どもの年齢 を推
計す るこ とは可能 なので、周産期(生後第1週 まで)死亡、乳児死 亡、1歳 以上
5歳未満死 亡、5歳 未満 の総死亡を後ろ向きに記録 して年率 に換算 した。14ヵ
月の観 察期間中の総死 亡に占める乳幼児死亡の割合 も計算 した。
(2)では 、1970年か ら1978年の政府 の記録 を用 いて 、1-4歳、5-9歳、...、
75-79歳、80歳以上の男女別年齢階級別 中央 死亡率 を計 算 し、乳児 死亡だ けは
(1)で求 めた値 を採 用 した。 しか し、高齢 での死亡の不規則性 がデ ー タの少 な
さか ら くる と思 われ るので、加齢 とともに死亡率が 単調増加 す る と仮 定 して、
40歳以上の死 亡について は3点 ず つの移動 平均を とつて平滑化 した。 この値 は
年齢別死亡率 (,,q..,;)
生命表の手順で I 2
で は な い の で 、 Reed-Merrel
を計算 し、その後
の式 で変換 した後 、ふつ うの




た 。 す な わ ち 、 [a] 0 歳平均余命の逆数と元データの粗死亡率との対応、
生命表 人 口の年齢構造のセ ンサス人 口との対応 、 [c]
[b]
生命表人口の年齢別性比
のセ ンサス人 口との対応 を検 証 した。静止人 口では生命表で完 全 に年齢構造 が
決 ま るが 、年 率rで 増加 あるい は減少 してい る人 口では生命 表だ けでは年齢
構造 が決 ま らない ことか ら、増加率が 一〇.01から+0.01の間の5つ のパ ラメー
タについて適合度検定 を行い、人 口増加率 を推計 した。
(3)は聞き取 りに加 え、調査期間中の記録 を用いた。
出生
出生 については、(1)女性 の年齢別出生力 ( ,f 2) . (2)初潮 、結 婚 、初 産 の 年 齢 、
(3)子ども数 の分布 、(4)出産 間隔 の 分布 、(5)授乳 と妊娠 、(6)男性 の 役 割、
(7)一夫多妻の影響 、について検討 した。
(1)は、 [a]調査 時 に聞 き取 つた既往 出生児数デー タ、









では、母の年齢5歳 階級 ごとに50歳まで既往 出生児数 5P多
では乳児死亡は母 の年齢 とは独立である とい う仮定の下に、










を掛 けて累和 をと り、
の推定値
Brass and
の分布の平均年齢)を計算 し、それ にあ つた補









を計算して W2 を選 び、累和を計算 した。 [d] は、妊娠
につ いての2つ の聞 き取 りデー タ(1977年の政府 のセ ンサス と1978年の著者 ら
の調査)と、1978年の子宮底位置 の検査結果 か ら、推 計値 を算 出 した。 前 二者
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について は、10ヵ月の妊娠 中、自覚があ るのは5～6ヵ月であ るこ とか ら、単純
な年 齢 別妊 娠 割 合 に10/5.5を掛 けて、年 率 に直す た め に13/10を掛 けた。
子宮底検査 につ いては40週の在胎週数 の うち子宮底の位置 でわか るのは最 後の
18週で あ るこ とか ら、40/18を掛 けて 、 さらに52/40を掛 けて年 率 に換算 し
た。 妊娠 を見落 とす危険 と流産の危 険が年齢 と独 立である と仮 定 し、 これ ら3
つの年齢別 妊娠割 合 の重みづ け平均 を年齢別 出生 の推計値 とした。 これ も 涜
を計 算(ただ し出生記録 間隔の代わ りに平均妊娠期間 ρを用 い る)してwφ を選
び、累和 を計算 した。[b]、[c]、[d]がかな り一致 した傾 向 を示 し、[a]の平
均 ±標 準偏差 内 にお さまつた ことか ら、[b]、[c]、[d]の平均 を年齢別 出生力
パ タン とみな し、全体 の出生率が死亡率 と一致す るよ うに定数 をか けて年齢別
出生 力 を推 計 し、 そ の総 和 をTFRの 推 計値 と した。年 齢別 出生 力パ タンは、
Weissのモデル と比較 して特徴 をみた。
(2)は、初潮年齢 は聞き取 り不可能なので、Malcolmの身長か らの推 定式 、
y-62.71-0.303x
を用 いた。 結婚年齢 と第一子出産年齢 は直接聞き取 りによるが、高齢者 が忘れ
ている ことがあ るため と、重篤 な感染症や精神障 害で結婚 しない人 の存在 、結
婚 して も不妊の人がい ることか ら、それぞれの中央値 をプ ロ ビッ ト分析 で推計
した。
(3)は[a]をデー タ ソー ス とした。分布 の端が数が少 な く、質 も同 じと考 え
られた ので、45～49歳を50歳以上 とプール して平均 と分散 を計算 した。分散が
平均 よ り小 さか つた ことか ら、ボア ソン分布 に従 つて子 どもを うむシ ミコ.レー
シ ョンを行 つて実人 口と比較 した。
(4)も[a]をデー タソース と し、平均 と分散 を計算 した。既往 出生児数 との
相 関 の有無 を検 定 した。 子 ども数 がボア ソン分布 に従 う条件で の シ ミュ レー
シ ョン結果 と比較 した。
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(5)は、聞き取 り時 に授乳 中か妊娠 中であつた女性 の年齢別割合(授乳 に関 し
ては子 どもの年齢別)か ら、プ ロビッ ト分析 に より授乳期 間 と妊 娠期 間の 中央
値 を算出 した。
(6)も[a]をデータ ソース と し、平均 と分散 を計算 した。
(7)は、調査 時セ ンサスか ら、各 男性 について妻の数及びそ の子供数 を集 計
した。
人 ロ規模 とその安定性 に影響する因子
ガイ ンジュの長期 にわたる人 口規模 の安定性 に影響す る因子 を探 るため、負 の
フィー ドバ ックが かか る人 口密度依存制御モデルで検討 した。基本的 にロジス
テ ィ ック式 に従 う成長 を、年齢 によつて出生や 死亡へ の効果が異な るよ うにモ
デル化 して最尤法で解 いた。
4.主 た る 結 論
人 ロ規模 と年齢構造
1978年調査時 の現在人 口は、男性540人、女性614人で、常住 人 口は、男性700
人 、女性618人で あつた。航 空写真 を使 つて約55.1平方㌔㍍ と推 定 され たタ グ
イ谷上流部 の面積 で割 ると、全体 での人 口密 度は23.9人/km2となつた。 この推
定値 は隣接す るシンバイ谷 のマ リン族について報告 され てい る24.4人/km2とほ
ぼ同 じで、パプアニ ュー ギニア高地辺縁部 に典型的 な値 と考 え られ た。高地 中
央部の100～150人/km2とい う値 と対照 的であるが、上で示 した値 の分母 には使
えない谷底 も含 んでい るので、 もし二次林 と使用 中の畑だけを考 えるな ら、 ガ
イ ンジュの人 口密度 は43.2人/km2に上昇 す る し、使用 中の畑 だ けにす るな ら
388.8人/km2に跳 ね上が る。 逆に、伝統的 に狩猟 に利 用 され るタグイ谷 下流部
も含 めるな ら、7.7人/km2とな る。航空 写真では、耕 作が行 われてい ない 草地
がない こ ともわ か り、休 耕地 の使用 中の畑 に対す る比 を計 算す る と8と な り、




　 政 府 の セ ンサ ス デ ー タ か ら、1人 当 た りの 年 間 人 口移 動 率 は 、移 入 が
0.0087±0.0011で、移 出が0.0103±0.0012である。差 は有意 でなかつた。人 口
の置 き換 わ り速度 は1年 あた り0.0095であつた。実用 上封鎖 人 口と考えて問題
ない。
　 人 口の年齢構造 を、年齢5歳 階級別 に3階 級ずつの移動 平均 で検討 した結果 、
(1)不在者 の多 くは20～40歳の男性 で、マダ ンや ラバ ウルの プランテー シ ョン
の賃金労働者 である、(2)人ロピラ ミッ ドの一番下の部分が広い、(3)ピラ ミッ
ドが男女で非対称 、(4)1969年のイ ンフルエ ンザ流行 のた めに10～25歳の年齢
層が少ない、 とい う結果がわかつた。
　 現在人 口につい て計算 した粗出生率 は38.2/1000で、パ プアニ ュー ギニア の
水 準 と してはふっ うで、第三世界の水準か らして も中等度で あつた。他方 、粗
死亡率 は32.2/1000ときわ めて高 い値 で、全 年齢階級で死 亡率 は高い が、 とく
に乳幼児死亡の寄与が大 きか つた。粗人 口増加率 は0.006だつた。
　人 口増加 パ タ ンは 、政府 のセ ンサスか ら計算 され る連 続 的な年増加 率 で は、
1969年か ら1970年にか けて6.5%減少 していた。 これはイ ンフル エ ンザ の流 行
によ る。 人 口激 減後はシグモ イ ド型で人 口増加 していたが、 も し原 因がわか ら
なけれ ば、 この程度 の変動 は平衡状態での ランダムなふれ に過 ぎない。 ロジス
テ ィ ック 曲線 の 当て はめの結果 、K=1861、ρニ0.1675であ り、 このKの 値 は、
1969年の人 口1,849人とほ とん ど差 がない。 直線近似 もで きるが、 自由度 の少
なさを考慮 して もロジステ ィ ック式 よ りも説明力が弱かつた。 この ことは、 こ
の集 団では平衡 状態 に近い人 口規模 で密度依存の人 口制御 がかかつてい るとい
う状況証拠にな る。
　 ま とめる と、少 な くともこの2～3世代 の間はガインジュの人 口規模 はほぼ一





出生1,000あた り周産期 死亡が78で乳児死亡が216、1歳以上5歳 未満死 亡がそ
の年齢層 の人 口1,000あた り38で、高水準 だつた。観 察期 間 中の総 死亡41のう
ち、5歳 未満 の子 どもの死亡 は17あり、高い割合 であ つた。 これ はPEMが よ
くみ られ る地域 に特徴的 である(Jelliffe,1966)。乳児死亡の性 比は 、観察記
録 か らは1.35、再 生 産経 験 の 聞 き取 りか らは1.56、政 府 の セ ンサ ス か らは
1.17とな り、 どのデー タも単独 で採用す るにはサンプル数が少 な くて統計 的に
弱いの だが、す べて女 児の方が多 く死んで共通点か ら、平均 して1.3倍、女児
の方 が多 く死んでい るといえる。
　 0歳 平均余命 は、男性32.4年、女性29.0年であつた。[a]、[b]、[c]の他
デー タ との検証 では、良い対応 関係がみ られた。 したが つて、生命 表 は実際 の
死 亡水 準 をよ く示 している と考え られ た。 と くに[b]の 一致 か ら、現 実 のセ
ンサ ス人 口がほぼ静止 人 口である と考 えられ た。適合 度検 定の結果 も、人 口増
加率が0で あ ることを支持 した。
　 死亡パ タンの特徴 は、女性 の31%、男性 の25%が5歳未満 で死 んで しま うこ
と、死亡率がその後10歳まで鋭 く低 下 し、それか ら上昇す る こと、 とくに35～
40歳以降上昇が加速 され ることであつた。欧米 と違 つて、若 い うちは女性 の方
が男性 よ りも死亡率 が高か つた。 これ は パ プアニ ューギニア には よ くあるパ
タンで あ り、ガイ ンジ ュで このパタ ンがみ られた こ とは、栄養 学的(妊娠 と授
乳 に よるス トレスな ど)、社会的(義母 との関係や第二婦人 との問題 に よる20～
50歳の既婚女性の 自殺 が多い ことなど)諸要因が働いた結果であ る。
　 死因は半分以 上が呼吸器 系感染症 と腸 管感染症 であつた。 ガイ ンジュの死 亡
構造 は隣接地 区に居住す るマ リンのそれに よく似ていた。 パプアニ ュー ギニア
中央 高地や低地 の医療施設 の整 つた ところ と比べ る と0歳 平均余命 が短か つた




[a]でのTFRの 推 定値 、 す なわ ち5P45は4.7±0.4であ つ た が 、年 齢 階 級 幅
があるために過小評価 である。 Coale and Demeny (1966)の補 正 式,
TFR=5Ps/5P20
を使 うとTFRは4.9とな る。Brass(1975)は単純 に10%増やせ ば よい とい つて
いて、 それ に よれば5.2である。[b]による平均出生年齢 は31.6歳、TFRは4.7、
[c]によ る平均 出 生年 齢 は30.9歳、TFRは5.2、[d]による平 均 出生 年齢 は
33.2歳、TFRは5.1であ つた。 これ らの重み付 き平均か ら、平 均 出生年 齢 は
32.1歳、TFRは4.4とな つた。静止人 口である ことを考慮 して平均 世代時 間 を
計算 す る と31.1年とな り、TFRは4.5となつた。 このTFRの 値 は意 図的な出産
抑制 のない集 団 と しては 、アフ リカの!Kungの4.9とかマ リンの4.7などと並
んで低値 の部類 で ある。パプアニュー ギニア高地 では6前 後 の集団 が多 く、パ
プアニューギニア ・カル カル島民の7.3、アマゾンのヤ ノママの8.2、ペル ーの
パ オ コ ッチ ャの10.5などに比 べれ ば低 いが、 中で もガイ ンジ ュは とくに低 い。
Weissの標準 出生力曲線 と比較す る と、尖度が大 き く、分布全体が高齢側 にシ
フ トしていた。
推定 平均初潮年齢 は19.2歳となつた。20歳以前 に出産す るこ とは ほとん どな
い こ と、英 国女性 に比べ ると成長全体が遅 れてい ること、パプアニ ュー ギニ ア
高地 には遅 い初潮 が珍 しくない こ とか ら、 この推定値 は ほぼ正 しい と思われた。
また 、結婚年齢 の中央値 は21.0±0.4歳、初産年齢 の中央値 は28.0±1.3歳と推
計 された。
子 ども数の分布 は平均4.3であ り、TFRの推 定値4.5よりやや低 いが無視 で き
る差で あつた。欧米 な どで ヒ トの集 団につ いて通常え られ てい る分布 は、分散
が平均の2～3倍あ り、負 の二項分布 が よくあてはま るが、ガイ ンジュでは平均
が分散 よ り大 き く、ボア ソン分布 に近かつた。 この ことは、連続す る二回の出
産 が独 立で あ り、 かつ個体差がない ことを意味す る。 シ ミュ レー シ ョン結果 で
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も、TFRが4.6で初 産年齢 の中央値 が27歳とい う、実 際のデー タに極 めて よ く
符合す る値 がえ られた。
出産間隔は平均3.3年、分散3.4年で、 ヒ トの集団 の中で も長い方 であ り、既
往出生児数 と関連 がない のが特徴であつた。子 ども数分布 にボア ソン分布 を仮
定 した シ ミュ レー シ ョン結果 では、出産間隔は、既往 出生児数 と関連がない点
はセ ンサ スデー タ と同 じで あるが、平均3.7年で分散8.6年とな り、有意 に異
な っていた。 出産間隔 のばらつ きを小 さく しているメカニズムの存在が示唆 さ
れた。ボア ソン分布の仮定は、産後の性交 タブーが長い ことと授 乳期間が長い
ことを考 える と、無理 がある可能性がある。
授 乳期間 の中央 値 は3.3年とな つた。結局、20～45歳の 出生 力が あるガイ ン
ジュ女性 は、ほぼ常に妊娠か授乳 を してい ることがわかつた。
男性 の子 ども数 の分布 は平均 も分散 も女性 よ り大 きく、30歳以 降 に子 どもを
もち始 め、女性 よ り高齢 まで子 を作 りつづける特徴を もつていた。 男性 の結婚
年齢 の中央値 は33.9±2.4歳、初 めて子 をもつのは37.0±3.1歳であ った。 分散
が大 きい のは、基本的 に一夫多妻の効果 であつた。 男性 の既往 出生児数 は、年
齢 とも妻の人数 とも有意に相 関 した。
人 ロ規模 とその 安定性 に影響する因子
死亡率が密 度 に依存す る結果 とな り、若齢の子 どもの人 口が密度依存 の死 亡
率上昇の第一の原因で あつて、高齢 の成人が死 亡率 の変化 にもつとも鋭敏 に反
応 す ることがわか つた。結局、ガイ ンジュの人 口学的平衡状態 の安定性 は、 出
生 よ りも死亡が密 度依 存する ことによつていて、平衡状態の人 口規模 はその両
方 に左右 され ることがわかつた。
5.コ メ ン ト
この研 究 は、実 際 にデ ー タを とつて 、安 定人 口理論 と間接 推 計法 、 と くに
Brassが1975年に発表 した本 に掲載 され てい るい くつ もの方法 を実践 した もの
である。対象集 団が密度依存の高い死 亡率 と比較 的低 い出生率 か ら静止人 口に
近 くなつてい て、それ が集団の安定性 に寄与 している ことを明 らか に した。 こ
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の点 で、方 法論 と結果 が クリアに結びついていて見事であ る。 しか し、 このモ
デル では、なぜ農耕 の集約化が起 こ らないままに低出生率 が進化 したか、なぜ
低栄養状態が維持 されてい るのか といつた問題は議論できない点が限界で ある。
(中澤 港記)
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